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１．“プロマスター５０００Ｌ”の特徴

（１）強いレベリング作用を有し、短時間で光沢及びレベリングメッキが得られます。

（２）メッキ皮膜が不活性化しにくいため、後のクロム、金、銀、真鍮及び代用金メッキ等の

つき廻り性が良好で、メッキの色調も冴えます。又プラめっきに対しても良好です。

（３）メッキ皮膜は柔軟性に富み、後加工にも十分耐えます。

（４）光沢剤は長期使用でも安定で、且つ、バランスが安定しているため、管理が容易です。

２．適 用 範 囲

金属上及びプラスティック上のニッケルメッキの光沢剤として使用します。

３．使 用 方 法

（１）浴組成及び濃度

濃 度 範 囲 標 準 組 成

硫酸ニッケル（6水塩） ２２０～３００g／ℓ ２５０g／ℓ

塩化ニッケル（6水塩） ４０～６０g ／ℓ ４５～５０g／ℓ

硼 酸 ３５～５０g ／ℓ ４０g／ℓ

プロマスター・Ｍ ８～１５mℓ ／ℓ １０mℓ／ℓ

プロマスター・５０００Ｌ ０.８～１.８mℓ／ℓ １.２mℓ／ℓ

ＫＷ－Ｎ（又は、エクセライト-W）※ ０.２～０.５mℓ／ℓ ０.３mℓ／ℓ

※湿潤剤で、ピットやザラつき防止のため、必ず使用して下さい。

≪各成分の働き≫

① 硫酸ニッケル････余り濃度が減少しない程度に維持すれば良い。極度な減少は、強電部

にコゲが発生し易く、レベリング作用も不充分となります。

濃度が高過ぎると、光沢剤の作用が弱められ、均一性が低下します。

② 塩化ニッケル････陽極溶解の促進、電導度の増大、メッキのつき廻り改善等の効果がありますが、

過剰ではメッキの柔軟性が悪くなります。

③ 硼 酸････････浴のＰＨ緩衝剤です。メッキの密着性、柔軟性及び展延性を保持します。

④ プロマスター・Ｍ･･･････････建浴用一次光沢剤：ベース剤で、通常の作業では使用致しません。

⑤ プロマスター・５０００Ｌ･･･建浴及び補給用光沢剤主剤で、通常の作業における補給は、

“プロマスター・５０００Ｌのみ”で行います。

一液性：光沢ニッケルメッキ光沢剤

Ｎｉ-Plating-Brightener：ＰＲＯＭＡＳＴＥＲ®－５０００Ｌ

プロマスター®５０００Ｌ
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（２）作 業 条 件

使 用 範 囲 最 適 条 件

陰極電流密度 １～２０Ａ／d㎡ ４Ａ／d㎡

陽極電流密度 １～５Ａ／d㎡ ２Ａ／d㎡

浴 温 ４８～６０℃ ５５℃

Ｐ Ｈ ４.０～５.０ ４.５

撹 拌 空 気 撹 拌、カソードロッカー

ろ 過 連 続 ろ 過

① 浴 温･･････････低過ぎる場合、強電部がコゲ易く、強電部のレベリング低下を招きます。

中～弱電部のレベリングもムラ状となります。高過ぎは、レベリング効果は強

くなりますが、メッキの柔軟性が悪くなります。

② Ｐ Ｈ･･････････低過ぎの場合、弱電部から光沢レベリングが低下します。高過ぎでは弱電部の

レベリング低下や柔軟性が劣化する傾向があります。ＰＨを下げるには希釈し

た硫酸か塩酸を御使用下さい。

③ 陽 極･･････････高純度のニッケル陽極を使用し、アノードバッグの装着又は隔膜を必ずご使用

下さい。陽極スライムがメッキ液に入りますとザラの発生原因になります。ア

ノードバッグ、隔膜は鉄塩が付着し目詰まりを起こしますので、定期的に塩酸

又は硫酸溶液で洗浄－除去する必要があります。

④ 撹 拌･･････････無撹拌では限界電流密度が低くなり、ピットやコゲが発生し易くなります。空

気撹拌か、カソードロッカーを使用して下さい。

品物に均一にあたる空気撹拌が最適です（品物の入口、出口は弱い目に）。

⑤ ろ 過･･････････ろ過助剤か、これと活性炭による連続ろ過が必要です。ろ過機はメッキ槽容量

４０００ℓ以下で毎時３回、それ以上 2 万ℓ以下で、毎時１～２回の循環能力と

なるよう備えることが必要です。

（３）補 給 方 法

光沢剤の補給量は、メッキ液のすくい出し、作業電流密度等により変動致します。が、

“プロマスター５０００Ｌ”の一般的な補給量は次の通りです。

陰極電流密度：１Ａ／d㎡の場合･･････２８０～３６０mℓ／ＫＡｈ

３Ａ／d㎡の場合･･････２３０～３００mℓ／ＫＡｈ

（４）他浴からの転換

他種光沢剤使用浴からの転換は、プロマスター・５０００Ｌをそのまま通常補給することによ

り、殆ど常時転換が可能です。

４．お取り扱い上の注意

プロマスター・５０００Ｌ(及びＭ)は、事前に｢ＭＳＤＳ｣をよく読んでご使用ください。


